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V84a ALMA Band10受信機開発進捗状況（III）
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我々は、ALMA 計画の最高周波数帯 (787-950 GHz) であるバンド 10 カートリッジ受信機の開発を行っている。
2008 年 2 月に開催された基本設計審査会 (PDR) で合格後、プロトタイプ受信機製作に向けて、PDR での技術的
指摘事項に対するコンポーネントレベルでの改良、性能追求などを行ってきた。
先の年会では試作受信機にて ALMAスペックを実証することが出来たが LO導入には、PDR設計時の導波管

型 LO導入系であった。プロトタイプ受信機の開発においては、1)LO受信用専用ホーンおよび方向性結合器内蔵
型ミクサブロックの開発・性能評価　 2)冷却光学系の設計・製作（金子他　本年会）　 3)カートリッジ受信機と
してのアセンブリ・性能評価が急務であった。
本講演では 1)および 3)について現状と課題について報告する。


